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1　は　じ　め　に

夜冷短日処理や暗黒低温処理を行わずに，簡易・低コス

トで夏期にイチゴの花芽分化を誘起させる技術として，遮

光処理により8月下旬に花芽を分化させ．11月中旬から収

穫開始となる栽培技術について検討した。

2　試　験　方　法

宮城県園芸試験場のパイプハウス（1995年）と鉄骨ハウ

ス（1996年）で試験を行った。

品種は‘女峰－　を用い，試験規模は1区当たり20株．3

反復とした。

（1）栽培方法

ハウス内に定植した親株から，1995年5月中旬～6月中

旬に随時子苗をポット受けした。7月10日にランナーを切

り離し－各試験区の育苗ハウスへ移動した。

1995年は，7月10日と7月18［】に液肥を施用し（N－40

喝／ポット），その後は確水のみとした。直系12mの黒ポ

リポットを用い，用土は山砂ともみからくん炭を6：4で

混合したものを用いた。

1996年は，6月30日から各追肥打ち切り時期まで10日ご

とに液肥（N－10mg／ポット）で追肥を行った。

a当たりの本圃施肥虫はN　2．0kg．P2051．2kg，K20

2．0kgとし，1995年，1996年共に9月2日に定植した。

1995年の保温開始は10月6日，1996年は10月11日とし，

冬期間は最低夜温が6－8℃とるように加温した。

うね幅は110cm，株間は20cm，2粂高うねでa当たり909

株の栽培密度とした。

ほ）処理方法

遮光が花芽分化に及ぼす影響について検討するため．

1995年は60％，75％，85％の遮光区，短日処理区，無処理

区，1996年は60％遮光区，75％遮光区，短日処理区．無処

理区を設け，表1，表2に示す方法で処理を行った。

3　試験結果及び考案

（1）1995年の結果

遮光処理区の苗は遮光度が高いほど全垂が劣り，85％遮

光区では徒長苗となった。遮光区と短日処理区では葉色の

退化が無処理区に比べ明らかに少なく．8月29日の花芽検

表1　遮光処理の方法（1995年）

処理区　　　　処理内容　　　　　　遮光資材等
鵬遮光区　7／10～8／矧二時天網硝私　　　　ふぁふぁSL仰げイヤテック梢製）

75％遮光区　　　　　　　　　　　　　ふよふASL75けイヤテックス社製）

酌遮光区　　　　　　　　　　　　　机イトルイ一鮎（女峰興産社製）

短別昭区　7／lM／凱脂8鯛（9：00～17：00）折目川里00（東蜂雛社製）

無処理区　融け下で堤光

往．1）遮光・短日処理は間口3m，長さ6mの簡易ハ
ウス単位に各遮光資材を外張りし．簡易フイルム
巻き上げ装置によりハウス単位で行った。
2）遮光区の各遮光資材は密閉張りとせず，地上高
40cmの部分まで展張した。

表2　遮光処理の方法（1996年）

処理区　　　　　　処理内容　　　　　　追肥打ち切り時期

射ほ光区　7／10～8／29に時夫日のみ遵亀　　　　　　7／22．8／1

75％遮光区　′′

短日処理区　7／】0～8／29に日長8時間（9：00～17：仰）

純理区　雨よけ下で無遮光

注．遮光資材は，1995年と同様に行う。

衰3　適光処理終了後の苗の生育と花芽分化（1995年）

全東　根垂クラウ　第3菓　　花芽分化状況
処理区　　　　　　ン径　獅長　葉色（8月29日調査）

（g）（g）（皿）（CⅡl）

60％遮光　25．816．0　87　12．0　2．5　A A
75％遮光　24．016．0　9111．4　2．5　B B
85％遮光　23．212．9　8617．8　4．9　BzB
短日処理　26．216．4　89　11．6　2．7　7B zC
無処理　25．416．2　91　7．2　1．6　A A
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注．生育調査は遮光処理終了後の9月15日に行った。 仲
田

は展開菓数3枚に調整した。葉色は全農製イチゴ用
カラーチャートによる。

花芽分化状況：A（未分化），B（肥厚期）．C（花
房分化期），D（ガク片形成期）

zB等：項花房は内生葉2枚程度で花芽分化してお
り，腋花房が2－3枚で分化した花芽。

鏡では，遮光程度が高いほど分化が進む傾向にあった（表

3）。

本圃での出雷開花は短日処理区がもっとも早かったが，

不時出蕾株も明らかに多かった。11月2日の調査では処理

区のほとんどでほぼ100％の開花株率となった。定植後の

株の生育は菓身長，葉柄長から判断すると短日処理区が劣っ

た（表4）。

処理区では11月の収一誌は85％遮光，短日処理区が多い傾
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表4　遮光処理苗の定植後の開花と生育状況（1995年）

10／4調査　　　　　　　日／2調査
処理区 出蕾　　開花　不時出　出蕾　　開花

1／24調査　　　　頂花房
葉柄良　妻身長　花房長　者花数

株率　　株率　曹操率　株率　　株率
（％）　（％）　（％）　（％）　（％）　（cm）　（cm）　（CⅡ】）

第1次腋花房
収穫　着花数
果数

（個）　（個）　（個）
60％遮光
75％遮光
85％遮光
短日処理
無　処　理

28．3　　16．7

45，0　　　5．0

31．7　　　30．0

38．3　　　26．2

13．1　　　　　　100　　　8．4　　　6．1　　27．5

13．3　　　－　　　100　　　8．4　　　6．1　　29．1

20．0　　　－　　　　98　　　8．2　　　6．2　　　25，3

30．0　　　－　　　100　　　6．9　　　5．8　　　24，5

18．6　　　42　　　　55　　　9．7　　　6．3　　　30．5

16．7　　4．2　　15．5

13．8　　3．5　　15．7

13．8　　　2．3　　14．7

13．6　　3．8　　13．6

19．7　　0．1　11．1

注．頂花房，第1次腋花房の調査は1月24日，不時出雷株は9月20［］までに本圃で開花した株。不時出蕾花房は随時摘
除した。

向にあったか1月までの累計収員は60％遮光，75％遮光区

が優れた。また，85％遮光，短日処理区は1月に入り株疲

れの状態になったが，60－75％遮光区では株疲れの程度は

若干軽いように観察された。（表5）

（211996年の結果

8月29日の花芽検鏡では，無処理区以外の各区で，花芽

分化率が高かった。（表6）

表5　遮光処理苗の月別商品果収星（1995年）

11月　　12月　　　1月　　11－1月計
処理区　臓　平均　桐　平均　鵬　平均　収員　平均　商品

1果垂　　l果垂　　1果垂　　l果垂　果率

（k／a）（g）（k／a）（g）（k／a）（g）（k／a）（g）（％）

60％遮光　37．216．3　71．512．2　59．711．3168，412．5　96

75％遮光　31．816．8　72．912．0　58．511．3163．212．4　97

85％遮光　40．013．150．411．3　40．611．1131．011．7　89

短日処理　46．414．0　59．511．4　48．411．2154．212．0　92

無処理1．8　23．6　45．117．2　62．311．7109．113．6　98

注．収星は5g以上の正形巣と7g以上の奇形果。

表6　各処理終了時の苗の生育と花芽分化（1996年）

遮光等追肥打　全重　機垂クラウ　那糞　　花芽分化状況

処理区開　始　ち切り　　　　　　ン径　葉柄長　（8月2柑闇査）

時期時　期（g）（g）（m）（皿）

60％遮光7／107／22　21．912．7　9．3

7／108／■124．411．9　9．9

75％遮光7／107／22　23．014．4　8．0
7／108／123．413．0　9．1

短日処理7／107／2218．2　7．3　8．9

7／108／121．511．6　9．0

無処理　－　7／22　26．015．8　9．1
－　8／129．518，8　9．7

11．6　B B B A B

12．8　B B B A A

12．O B B B B A

12．7　B B B B A

10．2　D D C C B

12．5　c c C B B

10．O A B B A A

12．5　A B B A A

注．花芽分化状況：A（未分化），B（肥厚期），C（花
房分化期），D（ガク片形成期）

本圃での開花・収穫については．短日処理区がもっとも

甲いか，遮光処理区間での差は少なく，開花・収穫の早晩

は認められなかった。（表7）

表7　遮光処理苗の月別商品果収星（1996年）

11月　　12月　　1月　11月～1月計
処理区　鵬　平均　収量　平均　収量　平均　臓　平均鮎

1果垂　　l果重　　1果重　　1栗東果率

（k／a）（g）（k／a）（g）（短／a）（g）（k／a）（g）（％）
肌猷

7′／22緋鯉　2．7　20．0　69．715．3　52．7

2．916．2　64．913．7　49．9

75媚光

7／髄柊既　3．618．7　90．813．6　48．6

短日雌

7′／2娼柊枕　26，615，8　80．110．8　38．9

哩理

7／2娼削沌　0．0　0．0　69．416．9　63．6

8／帽柊追肥　0．0　0．0　68．117．0　51．5

8．9125．211．8　82

8．3117．810

8．1143．211．1　84

7．9135．710，1　76

9．2133．012．0

8．7119．712．0

注．収星は5g以上の正形果と8g以上の奇形果。
区と短日処理区の処理開始は7月10円。

4　ま　と　め

‘女峰，は，7月ヒ旬から暗天日のみ60～75％遮光処理

を行うことにより，8月下旬に花芽を分化させることがで

き，1995年は11月中旬，1996年は11月下旬から収穫するこ

とができた。育苗中の最終追肥時期は，蔚質等から判断す

ると定植前30日程度と見られた。
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